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ズームズーム
県内2地域の商工会からがんばっている会員企業をご紹介いたします。

みなさんの経営のヒントになるお話もたくさんいただきました。

是非、ご感想を福島県商工会連合会までE-メールにてお寄せください。

（f-wing@do-fukushima.or.jp）

元気印
経営支援レポート

浜通り
飯舘村商工会

県中・県南
鮫川村商工会

【商工会の支援内容】
・ 福島県中小企業等グループ施設等復旧整備補助金
・ ふくしま産業復興雇用支援助成金
・ 小規模事業者持続化補助金
・ 福島県原子力被災事業者事業再開等補助金
　東日本大震災時には原子力災害という目に見えない恐
怖に直面し、近隣住民の相次ぐ避難を目の当たりにして、
事業の廃業を考えましたが、災害復旧工事における消波ブ
ロックの重要性が高まり、東日本に同業者が少ない現状を
踏まえ、飯舘村が全村避難中であった平成24年10月に事
業を再開しました。しかし、事業再開後は風評被害（受取現
場側が避難区域からの製品の受取を拒否）の影響を強く受
け、売上高は被災前の半分にまで落ち込み、当社の経営は
緊迫した状況となっていました。相談にのってくれた商工会
職員の伴走型支援により、経営の見直しを図ることに取り
組みました。事業計画書を作成することによって各種補助
金を活用することができ、市場調査や生産性を上げるため
の機械の導入、またホームページを開設して新たな販路拡

大を図っています。
自社の強みを活か
し、弱みを強化する
ことができたおかげ
で、震災前の状態に
近い売上まで回復す
ることができました。

【今後の目標】
　現在は弊社工場への製品持ち込みでの製品加工となっ
ていますが、今後は運搬ができない大型の物や長尺物への
対応が可能となり、現場へ機材を持ち込んで行う業務（移
動式ブラスト）を想定しております。この設備は国内でも保
有数の少ない設備であり、強力で大容量の集塵機能も有
するため、作業現場での研削材の飛散などのリスクを大幅
に軽減し、周辺環境に配慮した作業が行われ、新たな販路
拡大へと繋がることが予想されます。「我々の扱う製品は、
お客様の大切な資産である」という先代からの教えを引継
ぎ、今後もお客様に喜ばれるサービスを追求してまいります。
　また、新サー
ビスを行うにあ
たり、雇用増加
も見込めること
から、個人事業
から法人成りし、
さらには経営革
新計画の承認を
得ることを目標
とし事業拡大を
図ってまいりま
す。

【事業所紹介】
　平成元年に父が創業し、昨年5月に事業承継を行ってお
ります。
　当社は、公共工事に使用される消波根固ブロックの型枠、
ブロック二次製品の型枠等の保管、整備、メンテナンスを主
な事業としています。その手法としては、投射材を金属加工
物に衝突させ、加工を行うブラスト手法を用い、上記製品型
枠等の錆落としと下地処理加工を行ったうえで防錆塗装を
行うことを主な事業としています。

以下ととても希少な乳牛ですが、乳量が少ないため、生乳
の出荷だけでは安定した経営はできません。そのため、自
分たちで付加価値を付けて商品を販売したいと考えていま
した。
　そんな時に、「ふくしま農商工連携ファンド事業」を知り、
申請書を作るために準備に取り掛かりました。しかし、何も
かもが初めてでうまく進まずに商工会へ相談しました。

　ジャージー牛
乳で「クリーム
チーズ」の製造
販売を計画し、
ファームつばさ
でクリームチー
ズを製造し、鮫
川村の特産品
であるえごまを

組み合わせたら良いのではないかと話が進んでいきまし
た。そして、村の新たな特産品の開発を目標とし、より付加
価値の高い商品を作る計画となりました。連携先は「NPO
法人 明日飛子ども自立の里」と「特産さめがわ合同会社」
となり、3者の得意分野と実績をミックスすることで他には
ない商品製造を目指し、平成29年
に申請した助成金は見事採択され、
２０１８年の秋にえごまクリームチー
ズが完成しました。県内を中心に、
東京都内のレストランなどでも、口
コミで新規取引先も増えてきてい
ます。現在は業務用のみの販売しか
行っていませんが、一般消費者向けの商品も準備中です。

　商工会の皆様には、申請書の作成を通していろいろとお
世話になりました。私たちが手探りしながら書いた申請書を
丁寧に精査してくださり、文章の肉づけや完成した商品の
販売戦略に至るまでとても親身になって考えていただきま
した。書類審査の後のプレゼンでも的確にアドバイスをくだ
さり、無事に乗り切ることができました。
　今こうして、自分たちの夢に向かって大きな一歩を踏み
出せたのも、経験豊富な職員の方々の手厚いサポートのお
かげです。心から感謝しています。

【商工会による支援内容】
　鮫川村は山間部にあり、行政自体も農商工連携に積極的
な村です。村内では以前より６次化による商品開発の相談
があり、いかに成果の出る事業計画となるかを一緒に考え
られたことがよかったと思います。大切なのはここからで、
商品の安定供給、販路拡大、財政状況の健全化など、考えな
ければならないことは沢山あるので、引き続き一緒に取り
組んでいきたいと考えています。

佐藤工業
代表　佐藤　健太 氏

ファームつばさ
代表　清水　大

だ い す け

翼 氏

飯舘村から福島県の復興を支えたい鮫川村産「えごま」と「ジャージー牛乳」を
利用した新たな特産品としての「えごまク
リームチーズ」の開発と販路開拓

住 所　〒960−1636　相馬郡飯舘村前田字古今明220番地
連 絡 先　TEL 0244−42−1083

FAX 0244−42−0584
定 休 日　毎週　土曜日、日曜日住 所　〒963−8403

東白川郡鮫川村大字赤坂東野字葉貫１３−２
連 絡 先　TEL 0247−59−5958
定 休 日　不定

【事業所紹介】
　鮫川村で生まれ育ち、大学進学により地元を離れました。
在学中に北海道標茶町の牧場での体験から、地元の鮫川
村に帰り酪農を営みたいと思い、在学中に「放牧酪農」「生
乳加工」を柱とした
牧場経営の構想を
作成しました。卒業
後に北海道で2年間
の酪農実習を行い、
震災後の2012年に
帰郷し夏にはジャー
ジー牛の飼育をはじ
めました。

【新商品の開発までの経緯と連携について】
　父が運営している「NPO法人 明日飛子ども自立の里」で
酪農部門を立ち上げ、結婚を機に２０１７年に夫婦で独立を
しました。
　現在では30頭となりましたが、毎日、酪農組合へ生乳を
全量出荷していました。ジャージー牛は国内の飼育率が１%
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だより青年部

だより女性部

〜青年部主張発表大会〜
武藤隆弘さん（きたかた）全国大会出場!

　平成30年11月21日、広島県広島市の「広島グリーンアリーナ」で開催された第
20回商工会青年部全国大会において、武藤隆弘さんは東北・北海道ブロック代表
として堂々とした素晴らしい発表を行いました。結果は惜しくも最優秀賞とはなり
ませんでしたが、主張発表を通じて全国の青年部員に地元を想う熱い気持ちは伝
わったものと感じられました。

〜第7回商工会うまいもん№1決定戦を開催〜
　福島県商工会青年部連合会主催による第7回商工会うまいもん№1決定戦が
10月27日（土）〜28日（日）の2日間にわたり、「川俣町中央公民館」で開催され
ました。県内各地の22商工会が自信をもっておススメする地元の「うまいもん」
が集結し、来場者の舌をうならせていました。来場者の投票の結果、松川町商工
会青年部の「あっ!プルプルからあげ」が大会史上初の連覇を達成しました。

〜第20回商工会女性部全国大会 in 兵庫〜
ふたつの海に抱かれた5つの個性で魅せるひょうご

♬〜ジャズが流れる みなとまち KOBE〜
 とき：平成30年11月6日（火）
 場所：神戸市「神戸ポートピアホテル」

　第20回商工会女性部全国大会in兵庫は、兵庫県神戸市「神戸ポー
トピアホテル」において開催され約2,500名の出席者が参加されま
した。そのうち福島県からは34名が出席しました。
　主張発表大会においては、テーマを「女性部活動と地域振興・ま
ちづくり」〜竹灯りでまちを照らす〜と題し発表した佐賀県（九州ブ
ロック代表）の発表者（太良町商工会女性部・副部長：海田久子さん）
が最優秀賞となりました。雑多に生えている竹林という地域資源利
用と地域の活性化に悩んだ女性部員の思いで、お祭り等で竹の中に
ロウソクを灯すプロジェクトを立ち上げ、地元青年部や各種関係機
関を巻き込み地域ブランドを形成していく内容でした。
　次回の商工会女性部全国大会の開催地は島根県松江市で10月
29日（火）に開催されます。

オープニングセレモニー

大会会長挨拶：末武全女性連会長

全国大会参加福島県内女性部長等の集合写真

優　勝　松川町商工会青年部　「あっ!プルプルからあげ」
準優勝　伊達市商工会青年部　「伊達の男串」
第3位　国見町商工会青年部　「国見バーガー2」

第7回商工会
うまいもん№1決定戦結果

　
平
成
三
十
一
年
の
新
春
を

迎
え
、謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
が
国
経
済
は
、大
手
企

業
や
都
市
部
の
中
堅
・
中
小

企
業
を
中
心
に
企
業
収
益
と
雇
用
情
勢
の
改
善
が
続
き
、

緩
や
か
な
回
復
基
調
を
続
け
て
お
り
ま
す
。し
か
し
な
が

ら
、地
方
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
お
い
て
は
、過

疎
化
や
人
口
減
少
に
よ
る
消
費
の
縮
小
、働
き
手
不
足
や

経
営
者
の
高
齢
化
、後
継
者
難
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
が

続
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、本
年
十
月
に
は
消
費
税
率
の
引

上
げ
、軽
減
税
率
制
度
の
導
入
、更
に
は
働
き
方
改
革
な

ど
、新
た
な
経
営
課
題
への
対
応
も
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
は
、震
災
と
原
発
事
故
の
影
響
が
長
期
化

し
、震
災
か
ら
七
年
が
経
過
し
た
今
で
も
、多
く
の
避
難
事

業
者
は
事
業
再
開
に
至
ら
ず
、ま
た
、風
評
被
害
の
影
響
も

依
然
と
し
て
根
強
く
、深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、昨
年
は
、復
興
・
創
生
の
取
組
み
と
し
て

会
員
事
業
者
の
事
業
再
開
支
援
や
原
子
力
損
害
賠
償
に

関
わ
る
支
援
や
要
望
等
、会
員
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
経

営
支
援
を
強
化
し
、真
に
頼
り
に
な
る
商
工
会
と
し
て「
ふ

く
し
ま
の
商
工
業
の
再
生
を
目
指
し
て
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、各
般
の
事
業
に
取
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。特
に
、風

評
被
害
の
払
拭
と
と
も
に
伴
走
型
に
よ
る
個
社
支
援
と
し

て
、食
の
フ
ェ
ア
in
い
わ
き
を
開
催
、東
京
日
本
橋
で
は
商

談
会
を
実
施
し
、取
扱
商
品
の一部
を
日
本
橋
ふ
く
し
ま
館

「
ミ
デ
ッ
テ
」に
て
引
続
き
販
売
す
る
等
、商
品
開
発
・
販

路
開
拓
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。十一月
に
は
、「
知
事
を
囲

む
商
工
会
代
表
者
会
議
」を
開
催
し
て
、地
域
総
合
経
済

団
体
、並
び
に
小
規
模
事
業
者
支
援
機
関
と
し
て
の
役
割

を
担
う
商
工
会
と
し
て
、震
災
と
原
発
事
故
の
影
響
に
対

す
る
県
内
事
業
者
への
支
援
の
充
実
強
化
、「
福
島
県
中
小

　
謹
ん
で
新
年
の
御
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、昨
年
十
月
の

知
事
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、多
く
の
県
民
の
皆

様
の
御
支
持
を
頂
き
、引
き
続
き
県
政
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。皆
様

か
ら
伺
っ
た
様
々
な
思
い
を
自
分
の
中
心
に
据

え
、福
島
の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
、こ
れ
か

ら
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
未
曽
有
の
複
合
災
害
か
ら
の
復
興
と
急
速

な
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
の
地
方
創
生

と
い
う
、困
難
な
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組

む
た
め
に
は
、常
に
危
機
意
識
を
持
っ
て
、挑

戦
を
更
に
進
化
さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
、避
難
地
域
の
復
興
・
再
生
に
つ
き
ま

し
て
は
、被
災
者
の
生
活
再
建
や
生
業
の
再

生
、廃
炉・汚
染
水
対
策
、医
療・介
護
提
供
体

制
の
構
築
、学
校
の
再
開
、公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、さ
ら
に
は
鳥
獣
被
害
対
策
な

ど
、安
心
し
て
帰
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、福
島
イ
ノ
ベー
シ
ョン・コ
ー
ス
ト
構

想
に
地
元
企
業
等
の
幅
広
い
参
加
を
頂
き
な

が
ら
具
体
化
を
更
に
進
め
、再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
始
め
と
す
る
新
産
業
の
創

出・集
積
や
農
林
水
産
業
の
再
生
な
ど
、浜
通

り
地
域
の
産
業
基
盤
の
回
復
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
み
、商
工
業
を
始
め
と
し
た
既
存
産

業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
も
、人
材
の
育
成
や

確
保
を
始
め
、産
業
の
足
腰
を
強
化
す
る
た
め

の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
」に
則
っ
た
新
た
な

支
援
施
策
の
推
進
、地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
の
商
工
会

機
能
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
知
事
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
年
は
、引
続
い
て
復
興
・
創
生
、風
評
被
害
払
拭

に
取
組
み
、中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
地

域
密
着
の
支
援
機
関
と
し
て
、会
員
事
業
者
に
対
し
、よ
り

一
層
き
め
細
か
な
伴
走
型
支
援
を
実
践
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、限
り

あ
る
組
織
の
財
源
や
マン
パ
ワ
ー
を
ど
う
活
か
す
か
、自
ら

が
こ
れ
か
ら
の＂
あ
る
べき
商
工
会
像
＂を
模
索
し
、新
た
な

経
営
支
援
体
制
及
び
事
務
局
体
制
の
構
築
に
必
要
な
組

織
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、地
域
の
特
性
や
商
工
会
の

実
態
に
即
し
た「
新
商
工
会
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
」の
策
定
に

取
組
み
ま
す
。巡
回
訪
問（
商
工
会
は
行
き
ま
す
、聞
き
ま

す
、提
案
し
ま
す
）は
も
と
よ
り
、会
員
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、職
員一人
ひ
と
り
が
支
援
能
力
の
向
上
に
努

め
、小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
は
じ
め
、各
種
政

策
を
活
用
し
、中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
への
支
援
に
努

め
て
参
り
ま
す
。ま
た
、広
域
連
携
体
制
を一層
強
化
し
、効

果
的
な
企
業
支
援
に
取
組
み
、県
内
の
産
業
に
活
力
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、各
般
の
事
業
を
展
開
し
て

参
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
時
こ
そ
地
域
の
絆
を
大
切
に
励
ま
し

あ
っ
て
前
進
す
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
八
十
八
商
工
会
と
県
連
が一
丸
と
な
っ
て
、地
域
の
振

興・創
生
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、「
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
」

「
頼
り
に
な
る
商
工
会
」を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、引

続
き
皆
様
方
の一層
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、商
工
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り

ま
し
て
今
年
が
明
る
い一年
と
な
り
ま
す
よ
う
、心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
に
、人
口
減
少
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

定
住
・
二
地
域
居
住
や
雇
用
の
場
の
創
出
を

進
め
る
と
と
も
に
、安
心
し
て
結
婚・出
産・子

育
て
が
で
き
る
環
境
の
充
実
に
向
け
、十
八
歳

以
下
の
医
療
費
無
料
化
の
継
続
や
待
機
児
童

対
策
、教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、総
合
的
な
施

策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、医
療・福
祉・介
護
の
人
材
確
保・育

成
や
全
国
に
誇
れ
る
健
康
長
寿
県
を
目
指
す

取
組
を
引
き
続
き
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、選
手
村
等
への
県
産

食
材
提
供
を
目
指
す
農
林
水
産
物
の
Ｇ
Ａ
Ｐ

認
証
取
得
や
、大
会
で
活
用
を
目
指
す
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
水
素
を
製
造
す
る

拠
点
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
の

御
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
思
い
と
、復
興
が
進

ん
で
い
る
福
島
の
姿
を
国
内
外
に
広
く
発
信

で
き
る
よ
う
、関
係
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
て

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
民
の
皆
様
、そ
し
て
福
島
を
応
援
し
て
く

だ
さ
る
全
て
の
方
々
と「
共
働
」し
な
が
ら
、挑

戦
を
続
け
、生
ま
れ
て
良
か
っ
た
、住
ん
で
良

か
っ
た
、来
て
良
か
っ
た
、と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
県
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今

後
と
も
、一層
の
御
支
援
、御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ふ
く
し
ま
の
商
工
業
の
再
生
を
目
指
し
て

福
島
県
商
工
会
連
合
会 

会
長
　
轡
　
田
　
倉
　
治

情
熱
を
胸
に
、
挑
戦
を
続
け
る

福
島
県
知
事
　
内
　
堀
　
雅
　
雄

全国大会

発表する武藤さん

参加者の集合写真
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Informat ion  商工会だより
飯坂町商工会会津美里町商工会

飯
坂
温
泉
グ
ラ
ノ
ー
ラ

　
湯
の
ま
ち
い
い
ざ
か
グ
ラ
ノ
ー
ラ
工

房
で
は
、果
樹
農
家
・
建
設
会
社
・
飲
食
店

が
連
携
し
地
元
の
果
物
と
野
菜
を
使
っ

た
6
次
化
商
品「
飯
坂
温
泉
グ
ラ
ノ
ー

ラ
」を
開
発
し
ま
し
た
。

　
町
内
の
空
き
店
舗
を
改
修
し
た
加
工

場
で
製
造
を
始
め
、現
在
は
町
内
の
旅

館
や
飲
食
店
で
も
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
風
評
被
害
で
落
ち
込
ん
だ
農
作
物

の
売
上
を
回
復
さ
せ
た
い
」と
の
思
い
か

ら
、果
物
の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
加
工

品
作
り
を
考
え
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
、事
業
的
に
は
こ
れ
か
ら
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、専
門
家
派
遣
等
を
活

用
し
な
が
ら
地
域
活
性
化
に
向
け
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
活
用
に
よ
る

観
光
振
興
事
業
の
推
進

　
平
成
元
年
に
発
掘
さ
れ
た「
冑
宮
遺

跡
」か
ら
は
約
一
万
年
前
の
旧
石
器
が
出

土
し
て
お
り
、本
町
に
は
か
な
り
古
い
時

代
か
ら
人
々
が
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
。ま
た
当
町
に
は
岩
代
国
一
の
宮
、会

津
総
鎮
守
と
し
て
名
高
い
伊
佐
須
美
神

社
が
あ
り
、会
津
の
総
鎮
守
・
会
津
文
化

発
祥
の
地
と
し
て
歴
史
を
創
っ
て
き
ま
し

た
。観
光
に
お
い
て
は
、伊
佐
須
美
神
社
、

経
営
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

　
飯
坂
町
商
工
会
で
は
、経
営
力
の
向
上

を
目
的
に
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

過
去
に
は
販
路
開
拓
及
び
生
産
性
の
向

上
を
目
的
に
、経
営
計
画
書
作
成
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
P
O
P
講
習
会
、青
申

会
と
の
共
催
に
よ
る
税
務
研
修
会
等
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。最
近
で
は
、重
点

事
業
で
あ
る
小
規
模
事
業
者
の
事
業
承

継
に
向
け
、淡
路
島
に
あ
る
旅
館
の
三
代

目
と
し
て
自
ら
事
業
再
生
に
取
り
組
み
、

現
在
は
㈱
ア
テ
ー
ナ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
代

表
と
し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
立
石
裕
明
先
生
を
講
師
に
招
き
、セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、経
営
発
達
支
援
計
画
と
絡

め
た
経
営
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
や
事
業

承
継
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
、小
規
模

事
業
者
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
で
す
。

東
北
中
央
自
動
車
道
の
開
通

　
平
成
二
十
九
年
十
一
月
に
東
北
中
央

自
動
車
道
米
沢
―
福
島
間
が
開
通
し
、

来
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
野
球
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
福
島
市
で
開
催
さ
れ

る
な
ど
、明
る
い
話
題
も
増
え
て
き
ま
し

た
。特
に
東
北
中
央
自
動
車
道
の
開
通

は
、県
外
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
を
も
た

ら
し
、宿
泊
客
が
増
加
す
る
な
ど
一
定
の

効
果
も
出
て
い
る
よ
う
で
す
。　
　

　
今
後
ま
す
ま
す
交
流
人
口
の
増
加
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

工
会
が
編
入
合
併
し
、現
在
会
員
数
は

四
百
九
十
八
名
で
す
。合
併
五
年
後
、平

成
二
十
六
年
に「
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
」が
制
定
施
行
さ
れ
、小
規
模
企
業

の
成
長
発
展
か
ら
持
続
的
発
展
へ
と
施

策
等
が
変
革
し
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
な
状
況
下
、地
域
唯
一
の
経
済
団
体
で

あ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、提
案
型
巡

回
の
徹
底「
商
工
会
は
行
き
ま
す
・
提
案

し
ま
す
・
～
会
員
満
足
向
上
運
動
」を
展

開
し
て
、会
員
の
持
続
的
発
展
へ
の
伴
走

型
支
援
、そ
し
て
地
域
商
工
業
振
興
、地

域
活
性
化
を
更
に
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

会
津
本
郷
焼
、中
田
観
音
を
は
じ
め
と
す

る
数
多
く
の
貴
重
な
歴
史
、文
化
、自
然
、

温
泉
資
源
等
を
有
し
て
い
ま
す
。特
に
門

前
町
と
し
て
伊
佐
須
美
神
社
を
核
と
し

て
、春
に
は＂
あ
や
め
祭
り
”夏
に
は＂
御

田
植
祭
り
”秋
に
は＂
伊
佐
須
美
神
社
例

大
祭
”冬
に
は＂
高
田
大
俵
引
き
”と
春
夏

秋
冬
一
年
を
通
じ
て
お
祭
り
が
あ
り
ま

す
。こ
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し
た

滞
在
型
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

伴
走
型
支
援
に
よ
る

持
続
的
発
展
を
目
指
し
て

　
現
在
の
会
津
美
里
町
商
工
会
は
平

成
二
十
一
年
四
月
一
日
、旧
会
津
高
田
町

商
工
会
に
旧
会
津
本
郷
・
旧
新
鶴
の
商

新鶴ワイン祭り

経営力向上セミナー本郷せと市

飯坂温泉グラノーラ

東北中央自動車道　開通伊佐須美神社

　
平
成
三
十

年
五
月
に
開

催
し
ま
し
た
、

飯
坂
町
商
工

会
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、新
た
に
会

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
紺
野
篤
男
で

す
。

　
飯
坂
町
は
、福
島
市
の
北
部
に
位
置
し

福
島
市
の
奥
座
敷
と
し
て
温
泉
街
を
中

心
に「
い
で
湯
と
く
だ
も
の
の
里
」と
し

て
栄
え
た
温
泉
地
で
す
。日
本
武
尊
が
東

北
征
討
の
際
に
発
見
、開
湯
し
た
と
も
い

わ
れ
て
お
り
、秋
保
・
鳴
子
と
と
も
に
東

北
三
名
湯
の
一
つ
と
し
て
多
く
の
人
に
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
最
盛
期
に
は
百
二
十
の
旅
館
と
年
間

百
七
十
八
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い

ま
し
た
が
、景
気
の
低
迷
や
旅
行
形
態
の

変
化
に
伴
い
現
在
で
は
旅
館
数
、観
光
客

共
に
減
少
し
、大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、当
商
工
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、行
政
機
関
等
と
協
力
し
な
が

ら
観
光
振
興
に
取
り
組
む
と
共
に
、会
員

事
業
所
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
事
業
承

継
対
策
を
重
点
事
業
に
位
置
付
け
、商

工
会
の
経
営
支
援
体
制
の
強
化
、支
援
能

力
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、会
員
に
寄
り

添
っ
た
伴
走
型
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

小規模事業者の経営力向上と
地域活性化にむけて

　
会
津
美
里

町
商
工
会
長

の
荒
川
英
紀

で
す
。

　
会
津
美
里
町
は
、福
島
県
の
西
半
分

を
占
め
る
会
津
地
域
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、阿
賀
川
を
挟
ん
で
会
津
若
松
市
と

接
し
た
南
北
に
長
い
地
形
の
町
で
、平
成

十
七
年
に
旧
会
津
高
田
町
、旧
会
津
本
郷

町
及
び
旧
新
鶴
村
の
三
町
村
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
町
で
す
。

地域資源最大限活用による
持続可能なまちづくりを目指して
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平成30年度ふくしま農商工連携ファンド事業　公募開始のお知らせ

当センターWebサイト

新商品・新技術等の開発、調査・分析又は販路開拓等に
係る経費の一部を助成します

新商品・新技術等の開発、調査・分析又は販路開拓等に
係る経費の一部を助成します

　農林漁業者と中小企業者等の連携体が、それぞれの強みを生かしながら、新商品の開発や販路開拓等に取り組む事業に対して助成
を行うことにより、地域産業の活性化を図ります。詳しくは、当センターWebサイト内、該当事業のページをご覧ください。

http://www.utsukushima.net/ 福島　振興センター

■第2回公募期間 平成31年1月4日（金）～
 　　平成31年1月31日（木）
　※平成31年4月1日から開始（事業着手）する事業が対象

■助成上限額　600万円

■助　成　率　助成対象経費の5分の4以内

お問合せ先 (公財)福島県産業振興センター  経営支援部経営支援課
〒960－8053　福島市三河南町1－20 コラッセふくしま2F　TEL 024－525－4035
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News Clipは循環型社会の現実を目指して、環境に配慮した植物油インキと再生紙を使用しています。 News Clip　8


